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医学部 第42回 医学教育ワークショップ 

この度、2021年8月27日から28日にかけて開催された

「第42回埼玉医科大学医学部医学教育ワークショップ」

に参加させていただきました。今年も昨年に引き続き、

オンライン形式での開催とのことです。私は日ごろより、

後輩や学生へ本当に伝わる教育とはどのようなものか

悩みながら、臨床・研究に取り組んでいました。そんな

中、本学の教育カリキュラムの立案や実施状況を学ぶこ

とで教育の在り方を改めて考える機会になればと思って

参加しました。 

ワークショップは埼玉医科大学3病院から様々な部

門・診療科の医師30人がパーティシパントとして参加し

ていました。ワークショップの進行はまず2日間ともに討

論をしやすい状況を作るため、アイスブレイクの時間が

設けられていました。パーティシパントがアイスブレイク

を通過することで、自己表現を行った結果、その後活発

な討論を行うことに有効と感じました。またアイスブレイク

の 時 間 は 学 生 や

研修医に求められ

ている自分の考え

を実際にアウトプッ

トできるようにする

訓 練 の 意 味 合 い

と、そ の 環 境 を

作ってあげる方法

を教育者側に示していると感じました。実際のワーク

ショップでは講義について目標、方略、評価といったカ

リキュラムを作成していく流れをA-Eの6人1グループに

分かれたスモールグループで討論し、全体に発表する

形式で行われました。様々な部門や診療科で構成され

たグループならではの多様な意見があり、自分の考え

に幅を持つ勇気を貰えました。 

全体を通して、実際の教育者が学生を教育するに当

たり、どれだけ時間を掛け、緻密な計画を練っているこ

とが分かりました。そしてその計画（＝カリキュラム）を作

成することがどれだけ難しいことであるかを体感しまし

た。本ワークシップの計画・実行に関わったすべての方

に深謝申し上げるとともに、埼玉医科大学卒業生として

母校の教育に今後深く関わっていきたいと感じました。 

私が医学教育ワークショップに参加したのは2014年

のことです。そこでは、埼玉医科大学でより良い授業を

行うために、授業計画、資料作成、評価、フィードバック

について教育学の講義を受け、グループワークによっ

て与えられた科目（ユニット）について授業を計画し、目

標到達度を評価するという演習を行いました。 

さて、教員は授業を実施するにあたって、シラバスを

作成する必要があります。シラバスには授業の目標が

示されます。授業の目標は、学習者がその授業を受け

ることにより到達するであろう未来予想を示すもので、学

習者のモチベーションを高める上で重要です。その目

標には一般目標と、数個から10数個程度の個別行動目

標があり、学習者が全ての個別行動目標に到達する

と、一般目標に到達するという関係にあります。各個別

行動目標は一つの観察可能な具体的行動を示すもの

でなければいけません。観察可能であることは、到達度

を評価できることを意味します。個別行動目標は知識、

技能、態度・習慣に分類され、これらのバランスが取れ

ていることが望まれます。 

正直に言うと、それまで私は漫然とシラバスを作成し

ていました。ワークショップで授業目標の分類と立て方

を学んだことは、その後のシラバス作成に役立っていま

す。 

質の高い教育を提供するためには、教員が教育に対

して高い意識を持たなければなりません。医学教育ワー

クショップは、本学教員の教育に対する意識を高める重

要な機会となっていると考えられます。 

初めてワークショップに参加した思い          医学部講師 鈴木
す ず き

 海馬
か い ま

 （国際医療センター脳卒中外科） 

7年前に参加したWSを振り返る（第35回パーティシパント）   医学部准教授 鈴木
す ず き

 正
せい

 （基礎医学部門教養教育） 


